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＜管内工事紹介＞

令和元年の台風１９号や令和２年７月豪雨など、近年発生している大雨災害への
対策として、川幅を広げ、増水しても川が溢れないようにする工事を行っています。
河川敷に木が生えていると川が流れにくくなるため、樹木の伐採を行いました。

伐採はまもなく終了し、その後は川の中の土砂を掘り、撤去する作業へと移ります。
安全面には十分配慮しておりますが、付近を通行される際は、ご注意ください。
ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

工事箇所

樹木の伐採

川の中の土砂を掘削

＜工事の流れ＞

現在、行っている工事。
次に行う掘削のために
必要な工事です。

樹木伐採をして、川の
中の土が掘りやすく
なったところで、掘っ
ていきます。

最上川下流河道掘削工事 （工期 R2.3.17～R3.3.23)

洪水の被害を軽減するための工事を行っています。

長年、要望のあった地域住民の方の声にこたえることが
でき、嬉しく思います。
工事の進捗状況は、堤防上にある掲示板で随時、
お知らせしていますので、ご覧ください。

工事を担当する

阿部建設（株）
監理技術者

大場俊治さん

工事の前と後では・・（小牧川水門付近） 見通しがよくなり、川が見える
ようになりました。

樹木伐採前(R2.6月) 伐採後(R2.8月)

両羽橋

←至 秋田 至 鶴岡→

６月までに
伐採済

最上川

今はここ！

今後は・・

最上川

次ページへつづく

現在工事中



温度計で熱中症の
危険度を可視化

出勤したら、まず検温。暑い日
はチェックシートで体調管理も。

手洗い用に水道を設置

伐倒機械（フェラーバンチャ）の先端には、
360°回転する鋭いハサミがついています。
切断スピードも速く、あっという間に木が

切られていきます。また木を切るだけでなく、
土の中を堀って木の根をつかんで取り出すこと
もできるんです！滑らかな動きは、まるで人の
手のよう。

マスクの着用やアルコール消毒など新型コロナウィルス対策のほか、日陰でのこまめな
休憩や熱中症対策あめを置くなど、熱中症対策にも配慮しながら作業しています。

対策例

伐採木をお譲りします

９月23日より工事で伐採した木を無償で提供します。数量限定
のため申込みは先着順で、なくなり次第終了となります。
提供は営利目的でない、個人利用の方とさせていただきますので

ご了承下さい。ご希望の方は酒田出張所(電話：２２－３６０４)まで。
受付は平日（祝日を除く）の午前９時～午後５時。

こんな時期だからこそ工夫しています

伐採する機械は・・

伐採の流れ

①機械で木をつかみ、
土から抜いて、

②先端についた刃で
木の根を切る

③土に残った根を
掘って取り出す

以前は人の手で伐採
していました。
今は機械化が進み、
より安全に作業が
行われています。

拡大すると･･


